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はじめに 

 2004 年日本プロ野球界は、鉄道会社近鉄の大阪近鉄バ

ッファローズの球団保有が不可能となり、オリックス・ブ

ルーウェーブとの合併の話が持ち上がった。これを皮切り

に１リーグ制への移行の動きが高まり球界は一気に再編

の道を歩み始めた。選手会は反対し、史上初のストライキ

も強行され激動の 1 年間となった。最終的には大阪近鉄バ

ッファローズとオリックス・ブルーウェーブの合併、IT

企業の楽天の新規参入で現状維持の２リーグ制 12 球団の

ままで事態は収まった。 

 本研究では、この球界再編問題をあらゆる角度から考え、

過去にもあった球界再編問題と関わりがないか、そして球

界は今後どういった方向に向っていけばよいのかを考え

ることを目的とした。特に 2004 年の球界再編問題を中心

に見ていきたい。 

 

それぞれの球界再編の裏側 

～日本職業野球連盟結成～ 

1936 年、東京巨人、大阪タイガース、名古屋、東京セ

ネタース、阪急、大東京、名古屋金鯱の順に 7 球団が結成

され日本職業野球連盟が結成された。 

～1949 年球界再編～ 

職業野球連盟結成後、1949 年までに新規参入、球団譲

渡があり全 8 球団の連盟となっていた。 

元読売新聞社長であり、巨人のオーナーであった正力松

太郎の 2 リーグ構想。正力の毎日新聞社の参入構想があり、

ライバル会社であった読売新聞社との対立が深まった。球

界は分裂の方向へと向かう。 

11 月 26 日、｢太平洋野球連盟(パシフィックリーグ)｣の

結成発表、南海、阪急、大映、東急、毎日、近鉄、西鉄の

7 球団で構成された。｢セントラル･リーグ｣は、巨人、中

日、大陽、阪神、大洋漁業、西日本新聞、広島の 7 球団で

発足が 12 月 15 日。新たに翌 50 年 1 月 12 日、名乗りを

あげた国鉄の加盟を認め８球団で出発することになった。 

これが今も続いている 2 リーグ制の母体である。 

～1973 年球界再編～ 

1969 年、東映永易将之投手の八百長発言を端緒に始ま

った俗に云う｢黒い霧事件｣が起こった。パ・リーグ・ペナ

ントレースは、ロッテオリオンズの優勝という結末を迎え

たが、黒い霧事件が関係して、その後の球界再編問題が起

こる。 

パ・リーグの衰退により｢1 リーグ｣構想が起こるが、球

団買収によりこれを回避。何とか 2 リーグを維持した。 

～2004 年球界再編～ 

 2004 年 6 月 13 日。この日、私たちが知る球界再編問題

の幕が開く。日本経済新聞の朝刊で、｢近鉄球団 オリッ

クスに譲渡交渉｣と報道された。近畿日本鉄道の山口昌紀

社長はその日の午後に記者会見し、｢大阪近鉄バッファロ

ーズ｣と｢オリックス･ブルーウェーブ｣の統合で合意した

ことを明らかにした。 

 その裏側で起こる｢1 リーグ制移行｣への動き。IT 企業ラ

イブドアの買収問題、球界史上初の選手会によるストライ

キ。新規参入に手を上げたライブドアと楽天の戦いが始ま

り、11 月 2 日のオーナー会議で 2005 年シーズンに新規参

入する球団は楽天に決まった。本拠地は仙台、球団名を｢東

北楽天ゴールデンイーグルス｣とすることが正式に決まっ

た。その後、楽天に続き、11 月 30 日、ソフトバンクがホ

ークス球団の親会社となることを NPB が承認した。そし

てこの日、近鉄がオリックスにバファローズ事業を営業譲

渡し、事実上、球団経営から撤退。翌 12 月 1 日、半世紀

ぶりの統合新球団｢オリックス・バファローズ｣が発足した。 

 

3 度の球界再編からの問題点 

・経営難 

↪球団経営資料の欠如 

   ↪選手の年俸高騰による経営圧迫 

・コミッショナーの権限のなさ 

   ↪オーナーの球界私物化 

・オーナーのプロ野球界の私物化 

 

～これからの日本プロ野球界～ 

今後のプロ野球界を考えたとき、まずはコミッショナー

の充実、そして球団経営資料を基にした球界再編策の必要

性が挙げられる。これまで体制の整っていなかった球界の

体制を確立し、経営者、コミッショナー、選手が一丸とな

りこれらに取り組むことが最重要課題であると考える。そ

の中で、球界発展を促す要素が生まれてくるのではないだ

ろうか。 


